
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

《本日の例会》 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
進 行  斉藤清一 SAA チーフ 
点 鐘   午後１２時３０分 野村正行 会長   
国歌斉唱 「君が代」 
ソング   ｢奉仕の理想｣ 
来訪者  本庄市青少年育成市民会議 
          会 長 河田重次 様 
     本庄市子ども会育成会連合会 
          会 長 井上健治 様 
     ボーイスカウト本庄団 
          委員長 飯島臣司 様 
 
 
〔会長の時間〕   野村正行 会長  
 

 
 皆さん今日は。我々年度も暦年に喩えれば第四・四

半世紀、余す所３ヶ月となりました。最後に向けて 
一生懸命頑張りますので、よろしくご協力下さいま

すようお願い申し上げます。 
 さて、今日のお客様のご紹介をいたします。本庄

市内青少年関係団体の本庄市青少年育成市民会議 
会長河田重次様です。次に本庄市子ども会育成会連

合会 会長井上健治様です。次にボーイスカウト本庄

団 委員長飯島臣司様です。三団体に助成金を贈るの

は、本庄ＲＣ社会奉仕委員会が青少年健全育成事業 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
として子供達に役立つために、健全で健康で良い環

境に育むよう奉仕するものであります。どうか後程

お渡し致しますので、宜しくご理解下さいますこと

をお願いいたします。 
報告事項 
・３月２９日(水)本庄市役所市長室に於いて、本庄Ｒ

Ｃ社会奉仕委員会が薦める奉仕事業活動として

｢ひとり暮らし老人配食サービス｣の福祉奉仕に貢

献する目的で、本庄市社会福祉協議会に対し吉田

信解会長のご臨席のもと金３０万円を贈呈いたし

ました。尚、出席者は本庄市社協事務局長、常務

理事、本庄ＲＣ会長、幹事、社会奉仕委員長、広

聴広報委員会笠原委員が出席されました。 
・地区の行事で去る、３月１１日より３月２７日迄

長期間に及び国際ロータリー第２５７０地区オー

ストラリア青少年相互訪問団の団長として任務を

果し無事帰られました髙橋福八地区諮問・指名委

員には長期に亘る訪問、大変ご苦労様でした。又、

副団長として随行されました茂木 正地区世界社

会奉仕委員会委員におかれましても、ご苦労様で

ございました。後で、色々その成果等々について

お話をして頂きたいと思います。どうか宜しくお

願いいたします。 
連絡事項 
・今日１１時より４月定例理事会が開かれ、幾つか 

協議した事項を連絡します。 
・地区大会実行委員会より、来る４月１６日(日)２日

目の地区大会の駐車場についてスペースが狭いた

めなるべく乗り合わせて来場下さいとのご案内が

ありました。協議し出席委員会が計画した意向に

従って出席することといたしました。 
・四大奉仕委員長を通じて、各担当委員会の事業実     

 施を消化することについて協議しました。 
・４月プログラム予定表について承認されました。 
・来る４月１６日(日)２日目の地区大会本会議におい     

て地区大会に於ける表彰について、地区大会実行委

員会より本庄ＲＣ田中 克会員を｢ＩＭ実行貢献

賞｣として表彰する旨のご案内がありました。 
・同じく本庄ＲＣを｢米山記念奨学会寄付額３千万円 

達成クラブ｣として表彰する旨のご案内がありま

した。 
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超我の奉仕 

 

雑 誌 月 間 
 

卓 話 
 

｢新入会員として一年を振り返って｣ 
西村賢次 会員 

 



 
〔幹事報告〕     温井一英 幹事 
 

 
・先程、理事会で決定した事ですが｢米山記念館｣の    

維持活動費として全会員一人百円で、本庄ＲＣは

７７名の為７７００円寄付をする事になりました。 
・今度ブラジルに派遣される中村 茜さんがスプリン

グセミナーとして４月５日～８日まで参加します。 
・本庄市社会福祉協議会より｢ハート＆ハート｣最終

号が届いています。 
・各クラブより週報が届いています。 
・本庄市公園緑地公社より巨人とインボイス戦の招

待チケットが届いていますので必要な方はお持ち

下さい。 
 
 
 
帰国報告    髙橋福八 パストガバナー 
 

 
第３０回日豪青少年相互訪問団長、副団長を茂木 

正氏として３月１１日～２７日まで西オーストラリ

アパース地区に行って参りました。大歓迎を受け、

日豪親善の実を上げて参りました。 

又、日豪のエックスチェンジの取組み方法が大き

く異なっておりましたので、二回の団長としての経

験を生かし改善すべき点は次年度に間に合うよう提

出したいと思っております。 

パースでは、本庄ロータリークラブの評判はとて

も良いので、これからは本庄ロータリアンのご家族

(１８歳～３０歳まで)に是非参加していただきたい

と思います。 

 

 

 

助成金贈呈式  三宅健吉 社会奉仕委員長 
 

 
社会奉仕委員会青少年健全育成事業の一環として 

 
の助成金の贈呈式を執り行います。 
市内の青少年健全育成事業活動が顕著であります

３団体 
本庄市少年育成市民会議   会 長 河田重治様 
本庄市子ども会育成会連合会 会 長 井上健治様 
ボーイスカウト本庄団    委員長 飯島臣司様 
 

 
 

 

ご挨拶  
 
 

本庄市青少年育成市民会議 
会 長 河田重次 様 

 

 
 今日は三団体に助成金という事でお招き頂きまし

て有難う御座います。 

頂戴しました助成金は、青少年健全育成の為に有

効に使わせて頂きたいと思います。本日は有難うご

ざいました。 

 

 

本庄市子ども会育成会連合会 
会 長 井上健治 様 

 

 
 本日は我々団体へ本庄ロータリークラブ皆様方か

らのご好意有り難く受け取ります。 

又、頂いたお金につきましては、今年度新しく２

１世紀の｢さいたま郷土かるた｣が出来ましたので購

入資金の一部として有効に使い、地域の５０ある子

ども会に配布したいと思っております。有難うござ

いました。今後とも宜しくお願いします。 

 

 



 
ボーイスカウト本庄団 
         委員長 飯島臣司 様 

 

 

 
 大変有難う御座います。本庄ロータリークラブ

創立以来、毎年ボーイスカウトには沢山の助成金を

頂きまして有難うございます。 

今年は日本ジャンボリーの年であり、本庄からは

隊長１名、子供が５名、北部地区１団４０名編成で

石川県能登半島で行われますその大会に今日頂きま

した助成金を使わせて頂きたいと思います。今後と

も宜しくお願いします。本日は有難うございました。 

  

 

 

 

［４月誕生祝］    岡崎正六 親睦委員 
 （敬称略） 
  中島高夫 関根 貢 坂本雄一 
  

 
 
 

・代表挨拶      中島高夫 会員 
 

 
 今年の誕生日で５８歳になります。還暦まであと

２年というところまできまして、自分も随分年を取

ったものだとつくづく今感じております。 

今年に入って同級生が３人亡くなり非常にショッ

クを感じています。亡くなった原因は、不摂生で自

分の身を縮めたのかなと私は思っておりますので、

そういう事から『自分の身体は自分で守れ』と。今

後は、身体に気を付けて長生きしたいと思っていま

す。今日はどうも有難うございました。 

 

 

 

［４月結婚祝］ 
 
（敬称略） 
立石秀寿 金子 弘 飯塚章治 三宅健吉 
横尾セツ 山本道彦 佐藤賀則 中島高夫 

  福島 修 笠原 勝 
 

 
 
 

・代表挨拶      金子 弘 会員 
 

 
 本日は結婚祝を頂きまして有難うございます。昭

和４７年４月８日に結婚式を挙げましたので３５年

になります。 

頼りになるのは妻一人であります。これからも大

事にして有意義な夫婦生活をしていきたいと思いま

すので宜しくお願いします。 

 

 

 

〔委員会報告〕 
 
★社会奉仕委員会     三宅健吉 委員長 
 

 
 本庄ボランテイアグループ連合会総会３月２４日

に下山委員長が出席し１８年度理事監事選任の件、

事業計画、予算案等が上程され可決承認されました。 
また、３月３１日社会福祉協議会総会に出席いた

しました。 
 

記念品の贈呈について 
本庄ロータリークラブで、恒例になっております

本庄警察署の人事移動(副署長・交通課長)に伴う記念

品（ロータリーのベルト）の贈呈いたしますことを

ご報告いたします。 



 
★雑誌記録委員会    横尾セツ 委員長 
 

 
４月は雑誌月間ですので地区委員の滝澤常昭様に

４月２０日卓話をして頂く事になりました。卓話の

内容は｢ロータリーの友｣についてのご案内です。ど

うぞ会員多数の出席をお願い申し上げます。 
 今日４月号｢ロータリーの友｣が配布されましたの

でその内容についてですが、横組み１ページはＲＩ 
会長のメッセージです。 

 １２ページは｢私達がすることすべきこと｣の３回

目で、入会５年以上または５０歳以上１１名の方々

のご意見の紹介です。その中で興味深かったのが、｢ 

会を拡大させる為に無理な会員増強というのは本来

のクラブの在り方を損ねているのではないか。もっ

と中身の充実に力を入れたら。」という内容でした。 

 ３０ページ｢ロータリー米山奨学事業の宝物｣｢社

会福祉事業に身を投じて｣｢障害児が生んだ日韓のき

ずな｣｢米山奨学生時代に培ったロータリーの奉仕の

精神と世話クラブとの２０年に及ぶ真心の交流｣と

いうチョン・ヨンキさんの感動の記録が掲載されて

おります。 

 ２００６～０７年度｢ロータリーの友｣は、会員参

加型で表紙の作成をする為に写真募集をしています。 

是非、皆様にも奮って応募して頂きたと思います。 

 縦組み７ページに福井 順さん(長崎南ＲＣ)の｢生

かされた命を地域医療に捧げる｣ということで、１９

４５年８月９日に至近距離で被爆を体験なされ、幸

運にも助かったという感動の言葉が綴られています

ので、是非ご覧頂きたいと思います。 

 その他、いろいろ掲載されていますので、熟読し

て頂きたいと思います。 

 

 

★広聴広報委員会    中島高夫 委員長 
 

 
 事業計画として年２回｢ひびき｣の発行を予定して

いまして、２回目の発行が４月１９日に予定されて

います。 

内容は、２月に行われたＩＭの様子等を掲載しま

すので、どうぞご覧になって下さい。 

 
 

 

 

 
〔ニコニコボックス〕  渋澤健司 委員長  
 

 
 

(順不同・敬省略) 
 
髙橋福八 
 日豪青少年相互訪問団長として無事務めを果して

参りました。大成功でした。 

 

加藤玄静 
 ＩＭでは大変お世話になりました。今日配布のガ

バナー月信ＮＯ.１０にＩＭの報告が記載されて

います。一読下さい。 
 
笠原 勝 
 ４／３日号のかわら版『こだま』を３０部持って

まいりました。『人ひと』コーナーがおかげ様で、

１５０人を達成致しました。読んで頂ければ幸い

です。 

 
立石秀寿 
 弟子が１人総本山智積院で得度式を済ませ１年間

の修行に入りました。 
 
岩本英人 
 桜が満開ですがお酒を止められています。苦難の

毎日です。 
 
野澤章夫 
 看護学校入学式のため早退します。 
 
渋谷修身 
 早退します。 
 
内野昭八郎 
 ニコニコＢＯＸ委員会の皆さん御苦労様です。 
 
 
本日は本庄市青少年育成市民会議会長・河田重次様、 
本庄市子ども会育成会連合会会長・井上健治様、ボ

ーイスカウト本庄団委員長・飯島臣司様、日ごろか

ら本庄市内の青少年の育成にお力を頂き誠に有難う

ございます。今後ともどうぞ宜しくお願い致します。 
 

(同文にてご投入頂きました) 
西村賢次 井河久昇 斉藤清一 温井一英 

三宅健吉 野村正行 武井包光 渋谷修身 

八木茂幸 岩渕富男 岡芹正美 五十嵐敦子 

福島文江 茂木 聡 金子 弘 竹並栄一郎 

橋本恒男 高柳育行 中村 孝 

 



 

本日は新入会員の㈱ＨＯＹＡ西村賢次会員卓話よろ

しくお願いいたします。 

 

 (同文にてご投入頂きました) 
松原幹男 石原 修 戸谷 丈 佐藤賀則 
下山正男 矢島淳一 岡崎正六 加藤玄静 
田中 克 萩原達夫 中島高夫 小此木昭二 
横尾セツ 梅村孝雄 渋澤健司 石原輝弥 
巴 高志 塚越 茂 匿名 
 
 

本日投入金額合計  ４６，０００円 
 

 

 

 

〔出席報告〕      茂木 聡 委員長 
 

 
 

 
メーキャップ数１８枚 

 

欠席届出者 
 古瀬末雄 戸谷清一 沼田恵義 町田国彦 
 
連絡事項 
・４月１３日(木)は、地区大会の為、振替休会です。 
・４月１５日は地区大会の会長幹事会が行われます。 
・４月１６日(日)は、地区大会が熊谷会館大ホールに

て行われます。資料によりますと、当日３８名の

出席を頂いております。 
登録；午前９時より 
点鐘：午前１０時 

又、当日参加される方々の名札についてですが、

今日出席されている方はそのままご持参頂いて当

日熊谷会館に行って頂いても結構ですし、１６日

の当日に私がお配り致しますので、名札の方はご

自分でお考えのうえご判断下さい。 
・地区大会におかれては、駐車場があまりないとの 
 事ですので、なるべく乗り合わせでご参加下さい。 
 
 
 
 
 
 

 
矢島淳一 プログラム委員長 
 

 
 本日の例会企画は卓話になっております。この企

画は、会長が新入会員の方に一年間の感想を頂くよ

うにとのお話しで西村会員、坂本会員、岩堀会員、

今泉会員、山田会員がいらっしゃいますが、本日は

代表して西村会員にお願いします。 

 

 

卓 話 
 

｢新入会員として一年を振り返って｣ 
           西村賢次 会員 

 

 
昨年７月に入会させて頂き、以来ニコニコＢＯＸ

を担当させて頂いて居ります。皆さんのお顔が分か

るようになりましたが、名前と顔が一致しない方が

何人かいらっしゃいます。申し訳ありません。 
今回、感想を話して下さいとお聞きしたのが昨日

の夜で、３０分と言われたのですが３分にして下さ

いとお願いしました。私は、皆さんと違って話下手

なのでお許しください。 
今回の感想としましては、前回もお話しましたが、

人は自分一人では生きて行けない誰かのおかげだと

思っていますので、ここに今いる事もお陰様と思っ

ています。 
 また、皆さんは全てに於いての奉仕活動の取組が

自然で当たり前のような動きをされています。そこ

で私なりに思いますのが、「超我の奉仕とは」見返り

を期待しないで行動する事ではないかと思いました。 
感想とは別になりますが、感動を受けた事がありま

すので、それをお話させて下さい。 
それは、２ヶ月ほど前になりますが、私の娘の通

う幼稚園で父親の集まりがありました。その幼稚園

はキリスト教系の幼稚園で父兄の集会が多く、その

都度ちょっとした講演があります。 
今回の講演は、日本国際飢餓機構の代表の方でし

た。その方は先ずビデオで世界の飢餓の状況をみん

なに見せてから、世界では飢餓で苦しんでいる人が

約４万にいて、特にエチオピア・インド・パキスタ

ン・バングラディッシュ・フィリピン等が酷い状況

にあり、そこの国へ食料の援助を行っているとのこ

とでした。その中でその方が実際に食料を配りに行 
 

 

会員数 
出席免除

会員数 

出席義務

会員数 

出 席 

会員数 

 

出 席 率

 

７７名 

 

７名 

 

７０名 

 

５２名 

 

１００％ 



 
った際に体験した辛いお話をして下さいました。 

一つ目は、バングラディッシュで訪れた診療所で

出会った母親（１６歳）が子供（赤ちゃん）を先生

に診て頂いている時、その赤ちゃんは全身が痙攣状

態にあり母親は呆然とした状況にあったそうです。

その方は「母親に如何されましたか？」と、聞かれ

たそうです。母親は（全身がガリガリに痩せている

状態）貧乏でミルクを買うお金が無くあかちゃんに

ミルクを与えることができず、栄養失調状態になっ

たと説明し、夫は人タクをして働いているが、収入

が少なく食べるのにやっとで、ミルクを買う事が出

来ないと話したそうです。（ミルク代は１日２００円

程度）赤ちゃんは間もなくその場でお亡くなりにな

りました。（小さな募金箱を頂きました。） 
二つ目は、エチオピアではトラックに食料を積み

幾つも山を越へある町に着いて、トラックから食料

を配り始めた時、近くをカメラマンと視察している

と、子供たちが数多く集り座り込んで遊んでいる風

なので、近づいてみて、びっくり、そこで子供らは

小石を拾って食べていたのです。その時、その方の

前に８歳と５歳の女の子（衣服はぼろぼろ）食べ物

を下さいときました。「何処から来たの？お父さん・

お母さんは？」と聞くと、「山の向こうの町から来た。

こちらに来れば、食べ物があると思って二人で歩い

てきた。」そうです、お父さんは先月死んでしまい、

お母さんは目が見えなくなり動けないので二人で来

たそうです。その方は二人に食料を渡そうとしたの

ですが、警護の兵隊が「お前らはここの町の者でな

いから渡すことはできない。」と追い払ってしまい、

渡すことができず、その方は警護兵の目をかすめ、

その子らを探し回ったのですが日が暮れるまで探し

ても見つからず、どうしてもやり切れない気持ちで、

夜明けを待って再度探しに行きそこで、二人が一晩

泊めて貰った家が分かり、尋ねて行ってみると、そ

こは家と言える様な状況ではありませんでした。中

からそこのご主人（衣服に蛆は付いている酷く臭い）

が出てきて、その子らは夜明けとともにお母さんの

所へ帰ったとの事でした。昨日は、そこのご主人が

頂いた食料をそこの家族と一緒に食べて、お母さん

に持って帰りなさいと、自分の家族たちが食べる分、

しかも量として１日･２日分、この後何時食料が手に

入るか分からない情況の中で、このご主人は二人に

持たせたのです。なんと素晴らしい行為なのでしょ

うか、その事を聞いたその方は涙が止まらないなか、 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
ご主人に聞いたそうです。「ご主人の食料は残り僅か

で、自分たちの食べる分も数日有るか無いか、また

何時食料が来るか分からない（無くなれば飢え死に）

なのにどうして持たせたのですか？」ご主人は言い

ました。「困っているのは自分たちだけではなくみん

な一緒です。少しの物でも分けて食べる事ができれ

ばみんなが救われる。」と、今現実に食べることに困

っている方から言われたそうです。 
私はそれを聞いたとき、自分がもしその立場であ

ったら同じように出来るのか、死と隣あわせにいて

いる状況の中、それでも他人の事を思うことが出来

るのか私は涙がでました。 
以上の話を聞き、我々はゆとりの中で他人を思う 

ことは出来ますが最悪の状況で他人の事まで考えら

れるでしょうか。幸いロータリークラブに入会させ

て頂き、超我の奉仕を勉強させて頂いて居りますの

でそこの部分をこれからも、もっと勉強させて頂き

ます。 
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■例会日 毎週木曜日  12:30～13:30   ■例会場 埼玉グランドホテル本庄 
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〒367-0041 本庄市駅南 2－2－1      ホームページ     

TEL 0495-22-7522  FAX 0495-22-3571   http://www.globals.jp/hp/HRotary/index.html 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


